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■　

年
間
の
歴
史
に
幕

60

　

昭
和　

年
、
北
海
道
永
山
農
業
高
等
学

25

校
（
現
旭
川
農
業
高
校
）
和
寒
分
校
（
定

時
制
課
程
夜
間
農
業
科
）
と
し
て
開
校
し

た
の
が
、
和
寒
高
校
の
前
身
で
あ
り
、
昭

和　

年
に
北
海
道
和
寒
高
等
学
校
と
し
て

27
独
立
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
は
北
海
道
へ
移
管
さ
れ
、

42

今
日
ま
で　

年
間
の
歴
史
を
歩
み
続
け
て

60

き
ま
し
た
が
、
道
立
高
校
の
再
編
に
伴

い
、
平
成　

年
３
月
で
閉
校
と
な
り
ま
し

22

た
。

■
最
後
の
卒
業
生

　

３
月
１
日
（
月
）
、
和
寒
高
校
に
お
い

て
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

　

和
寒
高
校
最
後
の
卒
業
生
は
、
伊
藤
嘉

伸
さ
ん
、
大
場
康
人
さ
ん
、
桑
山
亮
太
さ

ん
、
竹
本
将
大
さ
ん
、
原
高
弘
さ
ん
、
三

好
渉
太
さ
ん
、
大
盛
茜
さ
ん
、
矢
萩
千
翔

さ
ん
の
８
名
。

　

卒
業
生
は
、
大
き
な
体
育
館
に
１
列
に

整
列
し
、
壇
上
で
小
越
校
長
先
生
よ
り
最

後
の
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
送
辞
と
し
て
教
職
員
代
表
の

猪
狩
先
生
が
「
こ
れ
か
ら
は
厳
し
く
つ
ら

い
道
と
な
る
が
、自
分
に
自
身
を
持
っ
て
、

力
を
信
じ
て
、
誠
実
に
着
実
に
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
寒
高
校
の
卒

業
式
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
ひ
と

り
の
思
い
出
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
会
場
に

は
涙
ぐ
む
場
面
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

答
辞
で
は
、
最
後
の
生
徒
会
長
と
な
っ

た
三
好
渉
太
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
校

生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
こ
の
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
と
と
も
に
過
ご
し
た
学
校
生
活

は
い
い
思
い
出
と
な
っ
た
。
み
ん
な
で
助

け
合
い
最
後
は
い
つ
も
笑
う
こ
と
が
で
き

た
。
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
全
員
で
中
央
の

く
す
球
を
割
る
と
「
和
高
魂
よ
永
遠
に
」

に
書
か
れ
た
垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
戻
っ
た
生
徒
た
ち

は
、
担
任
の
根
府
先
生
と
握
手
を
し
な
が

ら
、
お
別
れ
の
言
葉
を
一
人
ひ
と
り
述
べ

３
年
間
の
学
校
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

 

　昭和25年に北海道永山農業高等学校和寒分校として開校してから60年間の歩みを続け
てきた和寒高校が３月末で閉校となりました。これまでの歴史や最後の和寒高校卒業式の
様子などをご紹介していきます。
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Ｓ33年当時の校舎

Ｓ39年改築時の校舎
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■
和
寒
高
校
の
伝
統

　

開
校
以
来　

年
間
「
誠
実
・
勤
労
・
剛

60

健
」
を
校
訓
に
し
、
和
寒
高
校
魂
が
次
の

世
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
３
千
６
７
９
名
の
卒
業
生
を

送
り
、
農
業
後
継
者
や
地
域
経
済
界
で
活

躍
し
て
い
る
人
も
数
多
く
あ
り
、
ま
さ
に

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
代
後
半
に
は
定
時
制
の
農
業

30

ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
に
出
場
し
、
陸
上
部

は
、
マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
で
和
寒
高
校
の
名

を
拡
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
代
半
ば
か
ら
は
、
部
活
動
が

40

さ
ら
に
活
発
化
し
、
卓
球
、
野
球
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ス
キ
ー
、
剣
道
、
庭
球
、
演

劇
と
部
活
動
の
黄
金
期
を
迎
え
、
全
道
・

全
国
大
会
で
活
躍
し
よ
う
と
、
生
徒
た
ち

が
切
磋
琢
磨
し
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和　

年
に
は
全
国
高
校
ス

53

キ
ー
大
会
の
個
人
の
部
で
男
女
ア
ベ
ッ
ク

優
勝
を
成
し
遂
げ
、
昭
和

　

年
〜　

年
に
は
全
国
高

62

63

校
ス
キ
ー
大
会
男
子
リ
レ

ー
で
全
国
２
連
覇
を
達
成

し
、
そ
の
名
が
全
国
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

昭
和　

年
に
は
、
全
日

56

制
２
７
８
名
、
定
時
制　
81

名
と
過
去
最
高
の
在
籍
数

と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

元
年
に　

年
間
続
い
た
定
時
制
課
程
が
閉

39

課
と
な
り
、
平
成
７
年
に
は
全
日
制
１
間

口
の
高
校
と
な
り
、
生
徒
数
も
徐
々
に
減

少
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
長
年

培
わ
れ
て
き
た
伝
統
は
、　

年
間
と
い
う

60

長
い
歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

平
成　

年
３
月
で
そ
の
歴
史
に
幕
が
下
り

22

ま
し
た
。

■
閉
校
記
念
式
典

　

３
月
６
日
（
土
）
に
は
、
閉
校
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、
教
育
委
員
会
関
係
者
を
は

じ
め
同
窓
生
の
方
々
や
町
内
関
係
者
ら
約

３
５
０
名
が
参
加
し
、
閉
校
を
惜
し
み
ま

し
た
。

　

式
辞
で
は
、
小
越
校
長
先
生
が
「　

年
60

の
歳
月
が
流
れ
る
中
、
地
域
と
と
も
に
歩

む
学
校
づ
く
り
を
目
標
に
、
た
く
ま
し
く

心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
皆
さ
ん
の

心
に
和
寒
高
校
が
在
り
続
け
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
校
記
念
事
業
協
賛
会
の
会
長

で
あ
る
合
田
鉄
雄
さ
ん
は
「
職
員
や
同
窓

生
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
最

後
の
卒
業
生
８
名
を
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
し
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
恵
み
野
ホ
ー
ル
に
移

し
行
わ
れ
た
、
惜
別
の
会
で
は
、
久
々
に

再
会
し
た
恩
師
や
友
人
と
和
や
か
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

閉
校
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

が
上
映
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
当
時
を

懐
か
し
む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

和
寒
高
校
の
歴
史
と
伝
統
は
、　

年
間

60

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
同
窓
生
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
っ
て
い
く
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
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　地球温暖化防止対策として注目されている新エネルギー。
　先月号に引き続き、和寒町における新エネルギー施策や重点プロジェクト
についてご紹介します。

��������	
��

��������	
��
�������������	
��
�����
�������������	
���������������	
��

����

■新エネルギーの利用可能量

　今回の調査で、本町に

おける新エネルギーの利

用 可 能 量 は、年 間 約

209,410ＧＪと算定され

灯油のホームタンク

（490㍑）に換算すると、

約11,644個分に相当する

ことがわかりました。

　１ＧＪは、灯油約27�

分のエネルギーに相当し

ます。

　利用可能量が多い新エ

ネルギーは農業系バイオ

マス、森林系バイオマ

ス、太陽エネルギー、雪

氷熱エネルギーなどで、

策定検討委員会では本町

における新エネルギーの

賦存量や利用可能量の調

査結果をもとに、重点的

に推進すべきプロジェクトを設定しました。

伊藤町長に答申する荒木委員長

■新エネルギーの導入に向けて

　地域の自然を活かし、地域の産業に根ざした資源を循

環利用して得ることのできる「新エネルギー」は、二酸

化炭素の排出が少ないなど環境に対する負荷が小さく、

長期的・潜在的に一定の供給力を担う可能性のあるクリ

ーンなエネルギーです。

　和寒町新エネルギービジョン策定検討委員会（委員長

・荒木肇北海道大学教授）から伊藤町長に、調査の結果

が答申されました。
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　（太陽光を利用した発電システムでCO2削減）
��������	
��


　（太陽の熱を利用して温水を作ったり乾燥に利用する取り組みでCO2削減）
��������	�
��
����������

　（今まで捨てられたり使われていない資源を活用したカーボンニュートラルな取り組みでCO2削減）
��������	
��


　（雪や氷の冷熱を貯蔵などに利用して農作物などの高付加価値化）
��������	
��
�����

　（新エネルギーをみんなで理解してエコなまちづくり）
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■関連する町の助成制度のご案内
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交流施設ひだまりに設置された太陽光パネル

■エコなまちづくり

　私たちの身近にあるもの、努力すれば利用可能な資

源、次世代の子どもたちに自然豊かな和寒町を残すため

の施策など、新エネルギーの導入や省エネルギーの取り

組み、環境に配慮したエコな町づくりを進めるには、町

民の皆さん、各事業所の方々、行政などが協働した取り

組みが大切です。

　新エネルギーの導入に向けた体制づくりや、新エネル

ギー・省エネルギーの普及啓蒙の様々な取り組みを進

め、環境に配慮し豊かな自然と共生しながら本町が活性

化するための施策を実行します。
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（単位：千円）

増減率増減額前年度予算本年度予算会　　計　　区　　分

1.7562,0003,548,0003,610,000　　　　一　般　会　計　(Ａ)

△ 7.95△ 55,500698,500643,000国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

特　

別　

会　

計

40.2825,47663,24888,724簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

0.761,023133,974134,997公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

△ 7.16△ 3,70051,70048,000後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

△ 100.00△ 7,3107,3100老 人 保 健 特 別 会 計

△ 17.59△ 123,625702,773579,148介 護 保 険 特 別 会 計

△ 9.87△ 163,6361,657,5051,493,869合　　　　　計　(Ｂ)

37.86186,407492,400678,807歳　入　　
町立病院事業会計

63.82320,160501,669821,829歳　出(Ｃ)

3.83218,5245,707,1745,925,698総　　　　額　(Ａ＋Ｂ＋Ｃ)
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■一般会計
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■特別会計
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■予算
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説　　明
町民１人
当 た り

予 算 額区　　分

議員報酬や「議会だより」の発
行など議会運営に関する経費

9,759円3,892万円議 会 費

自治会の補助、役場庁舎管理、住民
票の発行、広報誌発行などの経費

68,754円2億7,419万円総 務 費

老人福祉や児童福祉、国民年金
など福祉に関する経費

131,216円5億2,329万円民 生 費

健康診査やごみ、し尿処理など
健康や環境衛生に関する経費

142,126円5億6,680万円衛 生 費

農業振興や農林道の維持、ほ場
整備などに関する経費

96,502円3億8,485万円農 林 業 費

商工業の振興対策や観光に関す
る経費

30,707円1億2,246万円商 工 費

町道の維持管理、公営住宅、除排
雪などに関する経費

63,027円2億5,135万円土 木 費

消防活動に必要な経費を士別地
方消防事務組合に支出

31,319円1億2,490万円消 防 費

小中学校の運営や公民館、体育
館、図書館などに関する経費

64,606円2億5,765万円教 育 費

地震・水害など災害にあった場
合、修復するための費用

757円302万円災害復旧費

公共施設などを建設する際に借り
入れた国などからの借金の返済金

128,548円5億1,265万円公 債 費

町職員の給与に関する経費137,367円5億4,782万円給 与 費

　527円210万円
諸支出金・
予 備 費

　905,215円36億1,000万円合　 　 計

説　　明
町民１人
当 た り

予 算 額区　　分

町民税、固定資産税、軽自動車税
など皆さんに納めていただく税金

65,822円2億6,250万円町 税

負担金や保育料、公営住宅使用
料、住民票など手数料

44,147円1億7,606万円
負担金及び使
用 料 他

町の基金（貯金）を取り崩すも
の、他の会計からの繰入金

21,810円8,698万円繰 入 金

前年度会計の残金のうち、本年
度に繰り越す額

2,508円1,000万円繰 越 金

預金利子、貸付金元利収入、学校
給食費、自動販売機の電気料など

33,894円1億3,517万円諸 収 入

町の規模により、標準的に必要
なお金を算定し、国から交付さ
れるお金

534,103円21億3,000万円地方交付税

自動車重量税、預金利子にかかる
税金、消費税、自動車取得税など
一定の算定により交付されるもの

43,149円1億7,208万円地方譲与税他

福祉分野などで国の負担分など
として国から入ってくるお金

24,872円9,919万円国庫支出金

道が行なうべき事務への委託金
や道の政策による補助金

56,800円2億2,652万円道 支 出 金

公共事業などを行なうときに国
などから借り入れる借金

78,110円3億1,150万円町 債

　905,215円36億1,000万円合 計

■一般会計の歳出の状況

■一般会計の歳入の状況

《目的別》

《性質別》
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平
成　

年
第
１
回
町
議
会
定
例

22

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行

へ
の
私
の
所
信
を
申
し
上
げ
、
議

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
度
の
任
期
満
了
に

伴
う
和
寒
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
厚
情
に
よ
り
無
投
票
当
選
の
栄

に
浴
し
、
引
き
続
き
町
政
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
初
心
に
返
り
粉
骨
砕
身
、

町
政
伸
展
の
た
め
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

政
権
交
代
か
ら
５
か
月
余
り
、

鳩
山
首
相
に
と
っ
て
初
の
予
算
編

成
と
な
っ
た
平
成　

年
度
予
算

22

は
、
そ
の
透
明
化
を
高
め
る
た
め

事
業
仕
分
け
が
導
入
さ
れ
た
中

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」「
新

し
い
公
共
」「
地
域
主
権
」
と
い
っ

た
基
本
理
念
を
も
と
に
編
成
さ

れ
、　

年
度
２
次
補
正
予
算
と　

21

22

年
度
予
算
を
一
体
と
し
て
切
れ
目

な
く
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

民
生
活
に
安
心
と
活
力
を
も
た
ら

す
社
会
に
転
換
し
て
い
く
と
し
て
、

子
育
て
、
雇
用
、
環
境
等
に
特
に

重
点
を
置
く
一
方
、
公
共
事
業
費

を
大
幅
に
削
減
す
る
内
容
で
、
一

般
会
計
予
算
の
総
額
を
過
去
最
大

の
約　

兆
３
千
億
円
と
す
る
見
込

92

み
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
海
道
に
お
い
て
は
景

気
低
迷
に
よ
り
道
税
収
入
が　

年
21

ぶ
り
に
５
千
億
円
を
下
回
る
見
通

し
と
な
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
を

迫
ら
れ
る
中
、
公
共
事
業
費
が
過

去　

年
間
で
最
大
の
減
少
幅
と
な

10
る
２
割
減
の
見
通
し
で
、
道
内
経

済
に
と
っ
て
は
厳
し
い
予
算
に
な

る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、
総
合
計
画
と

行
政
改
革
を
行
政
運
営
の
両
輪
と

し
て
、
効
果
的
・
効
率
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
り
町
民
の
皆
さ
ま
が

仕
事
や
暮
ら
し
に
希
望
の
持
て
る

「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
依
然
厳
し
い

社
会
情
勢
に
あ
っ
て
、
期
待
さ
れ

る
生
活
対
策
や
地
域
経
済
対
策
を

と
お
し
て
、
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ

22

た
り
懸
念
さ
れ
た
地
方
交
付
税

は
、
地
方
の
自
主
財
源
の
充
実
、

強
化
を
図
る
と
し
て
、
対
前
年
比

で
１
兆
７
３
３
億
円
が
増
額
確
保

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
本
町
と

い
た
し
ま
し
て
も　

年
度
と
比
較

21

し
７
千
万
円
増
で
計
上
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
自
主
財
源
に
乏
し
い

状
況
の
中
、
今
後
も
収
入
全
般
に

わ
た
り
そ
の
確
保
に
徹
底
を
期
し

て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
地
域
の

経
済
情
勢
も
考
え
、
町
長
選
に
よ

る
骨
格
予
算
と
は
せ
ず
に
国
の
地

域
活
性
化
策
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
く
、
当
初
予
算
に
計
上

出
来
う
る
事
業
を
多
く
盛
り
込
む

と
と
も
に
、
経
常
的
経
費
の
一
層

の
効
率
化
を
図
り
、
経
費
の
縮
減

に
努
め
な
が
ら
元
気
あ
る
和
寒
町

を
創
る
た
め
の
予
算
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
を
図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

予
算
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
町
政
の
執
行
に
あ
た
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

●
重
点
方
針

　

私
は
２
期
目
の
政
策
と
し
て

一
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

一
、
担
い
手
後
継
者
対
策

一
、
子
育
て
支
援

一
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化

　

の
４
つ
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
１
期
目
に

成
し
遂
げ
た
自
治
会
移
行
や
自
治

基
本
条
例
の
制
定
に
よ
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
確
実
な
推
進

と
核
施
設
と
な
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
よ
る
「
子
育
て

支
援
」
の
充
実
に
今
後
一
層
取
り

組
む
と
と
も
に
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
「
担
い
手
後
継
者
対
策
」

と
「
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
」

に
つ
い
て
、
し
か
る
べ
き
協
議
・

研
究
を
進
め
な
が
ら
本
町
に
相
応

し
い
方
策
に
つ
い
て
合
意
形
成
を

図
り
、
そ
の
具
体
を
目
指
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

の
重
点
方
針
は
、　

年
度
に
掲
げ

21

て
お
り
ま
す
「
特
性
あ
る
地
域
産

業
の
振
興
」「
安
全
・
安
心
な
社
会

福
祉
の
実
現
」「
元
気
な
ま
ち
を
支

え
る
担
い
手
の
育
成
」「
教
育
環
境

の
充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」
の
４
項
目
の
更
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

 

●
予
算
規
模

　

一
般
会
計　

億
１
千
万
円　
　

36

（
対
前
年
比
１�　

％
増
）
と
な

75

り
ま
し
た
が
、
国
の
補
正
措
置
に

よ
る
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
事
業
」
の
１
億
９

７
９
万
円
等
を
含
む　

年
度
に
繰

22

り
越
し
さ
れ
る
事
業
を
加
味
し
た

実
質
的
な
一
般
会
計
予
算
は
、　
37

億
３
千
４
１
６
万
１
千
円
と
対
前

年
比
５�　

％
の
増
と
な
っ
た
と

24

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
６
億

４
千
３
０
０
万
円
（
対
前
年
比

７�　

％
減
）
、
簡
易
水
道
事
業

95

特
別
会
計
８
千
８
７
２
万
４
千
円

（
対
前
年
比　
�　

％
増
）
、
公

40

28

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
１
億
３

千
４
９
９
万
７
千
円 
（
対
前
年

比
０�　

％
増
）
、
後
期
高
齢
者

76

医
療
特
別
会
計
４
千
８
０
０
万
円

（
対
前
年
比
７�　

％
減
）
、
介

16

護
保
険
特
別
会
計
５
億
７
千
９
１

４
万
８
千
円
（
対
前
年
比　
�　17
59

％
減
）
、
町
立
病
院
事
業
会
計
８

億
２
千
１
８
２
万
９
千
円
（
対
前

年
比　
�　

％
増
）
と
な
っ
て
お

63

82

り
、
老
人
保
健
特
別
会
計
が　

年
21

度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
７
３
１
万
円
が
皆
減
と
な
り
、

全
会
計
の
合
計
は
、　

億
２
千
５

59

６
９
万
８
千
円
、
対
前
年
比
３�

　

％
、
金
額
に
し
て
２
億
１
千
８

83５
２
万
４
千
円
の
増
額
予
算
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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平
成　

年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
の
３
月
４
日
、
伊
藤
町
長
が
町

22

政
執
行
方
針
、
星
教
育
長
が
教
育
行
政
執
行
方
針
を
そ
れ
ぞ
れ
表
明

し
、
議
会
や
町
民
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

以
下
、
執
行
方
針
及
び
主
要
施
策
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町長　伊　藤　昭　宣



　
 　

昨
年
の
天
候
不
順
に
よ
る
冷
湿

害
は
、
本
町
農
業
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
、
農
業
は
も
と
よ
り
地
域

の
経
済
に
大
き
な
不
安
を
も
た
ら

す
結
果
と
な
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
昨
年
末
に
「
農
業
緊
急
支
援
事

業
」
を
発
動
し
再
生
産
へ
の
意
欲

を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
北

ひ
び
き
が
実
施
し
ま
す
水
稲
・
小

麦
の
種
子
助
成
に
対
し
、
町
と
し

て
呼
応
し
て
実
施
す
る
た
め
、　
22

年
度
予
算
に
お
い
て
融
資
制
度
へ

の
利
子
補
給
と
と
も
に
計
上
し
て

お
り
、
一
連
の
対
策
を
講
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
が
、
そ
の
ご
苦
労
が
報
わ
れ

る
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う

念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

●
水
稲
関
係

　

平
成　

年
度
か
ら
本
格
的
に
導

23

入
さ
れ
ま
す
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
実
証
モ
デ
ル
と
し
て
実
施
さ
れ

る
「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
」
は
、
標
準
的
な
生
産
に
要
す

る
費
用
と
標
準
的
な
販
売
価
格
と

の
差
額
を
定
額
部
分
と
し
て
全
国

一
律
に　

ア
ー
ル
当
た
り
１
万
５

10

千
円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
「
産
地
確
立
交
付
金
」

と
「
水
田
有
効
活
用
促
進
交
付
金
」

は
廃
止
さ
れ
新
た
に
国
内
自
給
率

向
上
を
図
る
た
め
の
「
水
田
利
活

用
自
給
力
向
上
事
業
」
に
改
め
ら

れ
、
水
田
を
有
効
活
用
す
べ
く
全

国
統
一
単
価
で
交
付
さ
れ
る
事
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
町
に
お
け
る

転
作
作
物
に
は
南
瓜
等
の
野
菜
が

多
く
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、
急
激

な
収
入
減
に
な
る
も
の
と
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
国
の
生
産
者
や

農
業
団
体
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ

り
、
本
年
度
限
り
で
は
あ
り
ま
す

が
激
変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
現
在
、
道
と
地
域
協

議
会
で
の
調
整
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
少
し
で
も
前
年
の
交
付
額
に

近
づ
く
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
は
、
平
成　

年
か
ら
５
年
間
の

17

事
業
と
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
国
で
は
こ
の
内
容
の
一
部

を
見
直
し
更
に
５
年
間
事
業
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
「
農
地

・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
予
算
が
減

額
さ
れ
ま
し
た
が
、
道
協
議
会
で

は
昨
年
ま
で
の
剰
余
金
の
取
り
崩

し
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
を
確
保

し
ま
し
た
の
で
、
自
然
と
環
境
に

や
さ
し
い
農
村
・
農
業
に
向
け
た

地
域
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
昨
年
度
実
績
と
同

額
の
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
大
き
な
農
政
の
転
換
期

で
あ
り
ま
す
が
、
遺
漏
の
な
い
よ

う
情
報
収
集
に
努
め
農
家
経
営
の

安
定
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
農
業

委
員
会
や
各
関
係
機
関
、
農
業
者

の
ご
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
本

町
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
期
す

べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

●
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
農
想
塾

に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
者
の
方

々
の
要
望
や
新
た
な
作
物
の
試
験

研
究
を
進
め
な
が
ら
研
修
生
の
技

術
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
し
、

研
究
結
果
を
農
家
に
情
報
提
供
し

て
営
農
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
良
質
な
農
産
物
の
生

産
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
土

壌
診
断
・
食
味
分
析
も
継
続
し
て

参
り
ま
す
が
、
土
壌
分
析
機
器
類

は
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
部
品
等
の
調
達
も
困

難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
本
年
は

「
原
子
吸
光
光
度
計
」
の
更
新
を

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ー
ク
原
料
は
木
工
場

の
減
少
等
に
よ
り
原
料
調
達
が
困

難
な
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
千
４

百
円
で
購
入
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
１
千
５
０
０
円
に

値
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
販
売
価

格
の
値
上
げ
を
検
討
し
た
結
果
、

農
家
経
済
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
現
行
の
１
千
３

０
０
円
で
据
え
置
く
こ
と
と
い
た

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
農
村
生
活
体
験
事
業

　

「
農
村
生
活
体
験
事
業
」
で
す

が
、
昨
年
は
男
性
２
名
、
女
性
３

名
が
来
町
さ
れ
、
精
力
的
に
実
習

に
取
り
組
ま
れ
大
変
喜
ば
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
体
験
事

業
で
訪
れ
た
実
習
生
で
、　

名
の

12

方
が
本
町
の
後
継
者
と
結
ば
れ
、

現
在
も
５
名
の
方
が
定
住
し
本
町

で
働
い
て
お
り
、
一
定
の
事
業
効

果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
本
年
度
に
つ
い
て
も
受
け
入

れ
農
家
や
関
係
機
関
と
連
携
を
よ

り
一
層
深
め
、
充
実
し
た
事
業
と

し
て
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

●
担
い
手
対
策
事
業

　

担
い
手
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
係
職
員
で
組
織
す
る
担

い
手
対
策
作
業
部
会
に
お
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
農
村
生
活
体
験
事
業
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
来
町
さ

れ
た
実
習
生
が
農
業
に
魅
力
を
感

じ
、
将
来
立
派
な
農
業
者
と
し
て

活
躍
で
き
る
よ
う
そ
の
方
策
に
つ

い
て
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
方
向

性
を
出
す
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

●
土
地
改
良
事
業

　

土
地
改
良
事
業
関
係
で
あ
り
ま

す
が
、
農
業
経
営
の
安
定
と
生
産

性
の
向
上
を
図
る
上
で
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
事
業
で
あ
り
、　

年
22

度
に
お
い
て
も
新
た
に
剣
和
幹
線

地
区
基
幹
水
利
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
を
加
え
た
６
地
区
で
実
施
と
な

り
ま
す
が
、
国
の
土
地
改
良
事
業

費
の
削
減
に
伴
い
要
望
額
の
６
割

程
度
、
４
億
７
千
２
７
２
万
円
の

事
業
費
で
、
暗
渠
、
用
水
路
整
備

等
の
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

●
畜
産
関
係

　

畜
産
関
係
で
は
、
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
く
中
で
、
牧
草
の
重
要

性
が
増
す
事
か
ら
、
本
年
も　

ヘ
25

ク
タ
ー
ル
の
草
地
改
良
事
業
と
、

よ
り
良
い
乳
牛
育
成
の
た
め
、
受

精
卵
移
植
事
業
も
継
続
し
て
参
り

ま
す
。

●
林
業
関
係

　

林
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
ノ
出　

林
班
に
お
い
て
ア
カ
エ

12

ゾ
マ
ツ
２�
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
朝

日　

林
班
に
お
い
て
カ
ラ
マ
ツ
２

30
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
造
林
す
る
こ
と
と

し
、
下
刈
・
除
間
伐
作
業
な
ど
を

今
後
も
計
画
的
に
継
続
す
る
と
と

も
に
、
昨
年
測
量
を
実
施
し
ま
し

た
基
幹
作
業
道
東
和
線
開
設
工
事

は
本
年
度
か
ら
２
年
の
事
業
期
間

で
施
工
を
予
定
し
て
お
り
、
本
年

は
９
０
０
メ
ー
ト
ル
の
工
事
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

����������	

��
���



　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
増
大
す
る
中
、
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲

奨
励
補
助
事
業
等
に
よ
り
被
害
防

止
対
策
を
講
じ
、
猟
友
会
の
方
々

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
効
果
を
上

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
一
部
地
区
に
お
い
て
は
熊
出

没
の
目
撃
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
人
に
危
害
が
及
ぶ

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
新
た
に

熊
用
の
箱
罠
の
設
置
費
用
を
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

昨
年
度
か
ら
進
め
て
参
り
ま
し

た
「
和
寒
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
過
日

検
討
委
員
会
か
ら
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
基
本
に

本
年
度
は
具
体
的
な
導
入
計
画
を

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

 

 
●
雇
用
対
策

　

不
況
に
よ
り
日
本
の
経
済
情
勢

は
厳
し
い
環
境
が
続
く
中
で
本
町

に
お
い
て
も
商
店
や
工
場
の
閉
鎖

が
あ
り
、
新
た
な
雇
用
も
難
し
い

こ
と
か
ら
引
き
続
き
町
単
独
で
実

施
し
て
い
ま
す
「
特
別
雇
用
対
策

事
業
」
と
国
の
制
度
を
利
用
し
た

「
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
」
を

実
施
し
て
失
業
対
策
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

●
商
工
関
係

　

本
年
３
月
で
期
限
を
迎
え
ま
す

「
中
小
企
業
経
営
安
定
化
利
子
補

給
事
業
」
は
、
消
費
低
迷
の
中
で

経
営
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
で

あ
り
ま
す
の
で
３
年
間
延
長
し
継

続
し
て
町
内
企
業
の
経
営
安
定
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

空
き
店
舗
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
大
通
り
に
は
閉
店
に
よ
り
更

地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
施
策
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
問
題
解
決
に
は
い
た
っ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き

商
工
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

●
観
光
関
係

　

観
光
面
で
は
、
観
光
協
会
が
中

心
と
な
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
・
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
「
ど
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ん
と
こ
い
・
わ
っ
さ
む
夏
ま
つ

り
」
や
「
極
寒
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
な
ど
、
町
外
か
ら
の
来
客
数

も
毎
年
増
加
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
皆

さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

 

 
●
保
健
福
祉
関
係

　
　

年
度
に
お
け
る
、
現
在
ま
で

21
の
出
生
数
は　

名
で
対
前
年
比
７

23

名
の
減
と
な
っ
て
お
り
、　

歳
以

65

上
の
人
口
で
は
１
月
末
現
在
１
千

５
３
３
名
で
、
占
め
る
割
合
は

　
�
４
％
と
、
前
年
対
比
０�
６

38％
の
伸
び
を
示
す
結
果
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
中
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
健
康

で
安
心
し
た
生
活
を
日
々
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
等

を
取
り
巻
く
国
や
道
の
施
策
も
、

年
々
複
雑
さ
を
増
し
、
財
政
的
に

も
大
き
な
負
担
増
と
な
っ
て
い
る

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
重
点
政

策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

す
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
核
と
な
り
ま
す
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
館
」
を

　

年
４
月
か
ら
開
館
し
、
時
代
を

22担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
多
く

の
親
御
さ
ん
が
こ
の
施
設
を
気
軽

に
利
用
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
事
業
内
容
等
を
充
実

し
、
そ
の
管
理
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
更
に
ソ
フ
ト
面
で
は
安

心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た

め
に
、
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
く

保
育
料
軽
減
対
策
と
し
て
、
３
歳

未
満
児
の
保
育
料
を
国
の
基
準
の

５
割
に
軽
減
す
る
な
ど
と
し
た
保

育
所
条
例
の
一
部
改
正
を
提
案
し

た
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
児
童
福
祉
関
係

　

入
所
児
童
の
減
少
が
続
く
中
、

保
育
所
機
能
の
効
率
的
な
運
営
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
季
節
保

育
所
を
常
設
保
育
所
に
統
合
い
た

し
た
く
季
節
保
育
所
条
例
の
廃
止

を
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、　

年
度
の
入
所
予
定
者

22

は
現
在
の
と
こ
ろ　

名
と
な
っ
て

98

お
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
遊
び
育
ち
、
情
操
豊
か
な

心
を
育
む
児
童
の
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、　

年
度
に
お
け
る
一

21

時
保
育
事
業
で
は
、
現
在
ま
で
延

べ　

名
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
ま

89
す
こ
と
か
ら
、　

年
度
に
お
い
て

22

も
保
護
者
の
方
々
が
緊
急
を
要
す

る
場
合
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て

事
業
の
継
続
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
常
設
保
育
所
と
の
連
携
や
一
元

化
を
図
り
、
一
層
充
実
し
た
支
援

体
制
が
で
き
る
よ
う
実
施
し
ま
す

連
絡
通
路
の
設
置
並
び
に
保
育
所

改
修
の
整
備
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
設
計
業
務
を　

年
度
補

21

正
予
算
対
応
で
取
り
組
む
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
設
計
が
整

い
次
第
予
算
措
置
を
行
う
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　

国
は
従
来
の
児
童
手
当
に
変
わ

り
、
新
た
に
次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
の
成
長
及
び
発
達
に
資
す
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る
こ
と
を
目
的
に
、　

年
度
か
ら

22

対
象
を
中
学
生
修
了
ま
で
拡
大
し

た
子
ど
も
手
当
を
創
設
し
た
こ
と

か
ら
支
給
に
必
要
な
予
算
措
置
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
保
健
関
係

　

保
健
関
係
で
は
、
健
康
で
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
可
能

な
限
り
の
疾
病
予
防
に
努
め
、
早

期
発
見
時
の
治
療
に
つ
な
が
る
よ

う
各
種
健
診
事
業
を
推
進
し
て
お

り
、
法
的
に
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
「
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
実
施
事
業
」
の
充
実

を
図
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す

が
、
個
別
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は

従
来
ど
お
り
町
立
和
寒
病
院
で
実

施
を
し
、
集
団
健
診
に
つ
き
ま
し

て
も
前
年
同
様
町
内
数
箇
所
で
実

施
し
、
受
診
し
て
い
た
だ
く
町
民

の
方
々
に
対
し
出
来
る
だ
け
ご
不

便
を
か
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

年
度
、
国
の
補
助
事
業
に
町

21
単
独
事
業
を
合
わ
せ
、
実
施
を
い

た
し
ま
し
た
「
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
無
料
化
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
受
診
数
の
増
加
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
が
ん
の
早
期
発
見

・
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
、　

年
23

度
ま
で
継
続
し
て
実
施
を
い
た
し

た
く
「
健
康
診
査
手
数
料
条
例
」

の
一
部
改
正
を
提
案
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

 
●
衛
生
関
係

　

ご
み
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
み
の
分

別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
効
率
的
な
ご
み
処
理

行
政
を
進
め
る
と
と
も
に
循
環
型

社
会
を
目
指
し
て
、
ご
み
の
排
出

抑
制
や
再
利
用
の
指
導
徹
底
と
啓

蒙
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
１
市
２
町
で
十
分
協
議
協
力

し
な
が
ら
運
営
し
て
お
り
ま
す
、

広
域
生
ご
み
処
理
場
は
稼
働
よ
り

８
年
が
経
過
し
機
械
の
損
耗
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
練
り
機

の
更
新
の
た
め
所
要
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。
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●
土
木
・
公
営
住
宅
関
係

　

土
木
関
係
で
は
、
地
方
特
定
道

路
整
備
事
業
と
し
て
、　

年
度
か

20

ら
３
か
年
で
計
画
し
ま
し
た
「
西

町
・
若
草
南
１
丁
目
通
り
」
に
つ

き
ま
し
て
は
最
終
年
度
と
な
り
、

新
た
に
「
運
動
公
園
通
り
」
、
さ

ら
に
単
独
費
で
昨
年
度
に
着
手
し

ま
し
た
「
２
号
道
路
」
も
含
め
、

い
ず
れ
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し

た
路
面
整
備
を
実
施
し
て
参
り
ま

す
。

　

本
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
と
し

て
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨

時
交
付
金
事
業
の
補
正
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
「
西
３
条
通
り
」

の
路
面
改
修
、「
中
和
５
号
道
路
」

と
「
川
西　

線
道
路
」
の
路
面
補

16

修
及
び
「
若
草
団
地
混
在
型
公
営

住
宅
」
の
外
壁
と
屋
上
の
改
修
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
適
宜
、
早
期

発
注
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
旭
川
土
木
現
業
所
所
管
事
業

　

道
道
和
寒
幌
加
内
線
に
つ
き
ま

し
て
は
、
三
和
牧
場
道
路
か
ら
西

和
５
線
ま
で
の
約
１�
７
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
区
間
で
、
三
和
工
区
と
同

じ
車
道
幅
員
と
し
た
拡
幅
工
事
を

　

年
度
に
用
地
補
償
を
行
い
、　

22

23

年
度
以
降
に
本
工
事
を
進
め
た
い

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

福
原
入
口
に
あ
る
ペ
オ
ッ
ペ
橋
の

架
替
工
事
を　

年
度
と
翌
年
度
の

22

２
か
年
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る

と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
級
河
川
改
修
事
業
の
う
ち
剣

淵
町
と
の
境
界
に
な
り
ま
す
大
成

の
６
線
川
改
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、　

年
度
に
お
い
て
大
成
「
４

21

号
橋
」
の
実
施
設
計
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
、　

年
度
に
お
き
ま
し
て

22

は
同
橋
の
架
替
工
事
が
施
工
さ

れ
、　

年
度
と
同
様
に
工
事
に
係

21

る
経
費
を
河
川
管
理
者
で
あ
る
北

海
道
が
２
分
の
１
、
道
路
管
理
者

の
和
寒
町
と
剣
淵
町
が
そ
れ
ぞ
れ

４
分
の
１
の
負
担
と
な
り
、
ま

た
、
上
流
に
あ
る
大
成
「
瑞
穂
橋
」

に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
年
度
に
実

施
設
計
に
か
か
る
事
業
費
の
４
分

の
１
を
事
業
負
担
金
と
し
て
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

　

剣
淵
川
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、　

年
度
か
ら
暫
定
断
面
に
よ

22

り
道
道
鷹
栖
線
「
豊
岡
橋
」
か
ら

上
流
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
を
掘
削

し
築
堤
の
造
成
を
進
め
、
さ
ら
に

　

線
道
路
「
花
月
橋
」
の
架
け
替

18え
を
単
年
度
で
完
成
の
見
込
み
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

 

 
●
第
５
次
総
合
計
画

　
　

世
紀
に
相
応
し
い
ま
ち
づ
く

21
り
に
対
応
し
た
町
政
運
営
を
進
め

る
指
針
と
し
て
策
定
し
た
「
第
４

次
和
寒
町
総
合
計
画
」
は
本
年
度

を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
こ
と

か
ら
、
昨
年　

月
開
催
さ
れ
た
総

12

合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
「
第
５

次
総
合
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
小
さ

な
町
に
あ
っ
て
も
住
む
こ
と
に
誇

り
と
希
望
に
満
ち
た
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
指

針
と
な
る
次
期
計
画
を
町
民
参
画

の
機
会
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
策

定
作
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
行
政
改
革
大
綱

　
　

年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す

22
「
第
３
次
和
寒
町
行
政
改
革
大

綱
」
は
、
単
独
の
道
を
選
択
し
た

和
寒
町
が
和
寒
町
で
あ
り
続
け
る

た
め
の
道
標
と
し
て
策
定
し
、
経

費
の
節
減
や
事
務
事
業
の
効
率
化

を
図
り
、
住
民
自
治
を
高
め
る
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
多
く
の

成
果
を
収
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

行
政
改
革
は
不
断
の
取
り
組
み
と

し
て
引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
５
年
間
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
た
う
え
で
、
今
後
の
行
政
運
営

に
求
め
ら
れ
る
行
政
改
革
の
有
る

べ
き
姿
を
ま
と
め
て
参
り
ま
す
。
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※町道改修整備事業（５号道路、16線道路路面改修）【新規】、町道バリアフリー化事
業（西３条通り路面改修）【新規】、公営住宅改修事業（若草団地公住外壁等改修）
【新規】は平成21年度繰越明許費として計上し、平成22年度の実施となります。
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●清掃総務費　　28,301千円
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●
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
　

こ
の
３
月
末
で
期
限
が
切
れ
る

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
終
了
後

の
新
し
い
過
疎
対
策
法
の
制
定
が

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
過

疎
法
の
延
長
期
間
を
６
年
と
す
る

改
正
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

そ
の
詳
細
を
見
極
め
な
が
ら
新
し

い
制
度
に
よ
り
ま
す
市
町
村
計
画

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

●
国
勢
調
査

　
　

年
度
は
国
が
行
う
５
年
に
一

22
度
の
国
勢
調
査
の
実
施
年
に
あ
た

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
統
計
調
査
員

の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、　

月
１
日
の
調
査
日
に
向
け

10

た
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
が
、

調
査
に
あ
た
っ
て
は
町
民
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
あ

り
ま
す
の
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

来
年
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
移
行
に
備
え
、
公
共
施
設
に
お

け
る
テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
及

び
福
原
等
の
難
視
聴
地
域
に
お
け

る
受
信
環
境
の
整
備
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
つ
き
ま

し
て
も
、
地
域
の
難
視
聴
世
帯
の

解
消
を
図
る
べ
く
西
和
サ
テ
ラ
イ

ト
局
の
改
修
と
新
た
な
難
視
聴
世

帯
対
策
と
し
て
電
波
受
信
障
害
解

消
補
助
に
よ
り
対
策
を
講
じ
て
参

り
ま
す
。 

●
交
通
安
全

　

交
通
安
全
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
北
海
道
に
お
い
て
５
年
連

続
し
て
交
通
事
故
死
全
国
ワ
ー
ス

ト
ワ
ン
を
返
上
す
る
と
い
う
成
果

を
上
げ
る
と
と
も
に
、
士
別
署
管

内
初
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
達
成

す
る
な
ど
交
通
安
全
運
動
の
積
極

的
な
展
開
が
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
各

関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
「
起

こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い
」
を
合
い

言
葉
に
、
啓
発
強
化
に
努
め
安
全

対
策
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

 

 
●
町
税

　

町
政
の
執
行
に
貴
重
な
自
主
財

源
で
あ
り
ま
す
町
税
に
つ
き
ま
し

て
は
、
個
人
町
民
税
に
お
い
て
、

現
在
確
定
申
告
の
期
間
中
で
所
得

の
取
り
ま
と
め
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
の
天
候
不
順
に
よ

る
農
業
所
得
の
減
収
が
見
込
ま

れ
、
前
年
度
と
比
較
し
て
４
％
の

減
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
は
、
所
得
割
の
増

収
が
見
込
ま
れ
、
固
定
資
産
税
の

土
地
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
前

年
並
み
、
家
屋
に
つ
い
て
は
新
築

家
屋
に
よ
る
増
収
を
見
込
み
、
軽

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
微
増
、
た

ば
こ
税
は
禁
煙
者
も
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
今
年　

月
か
ら
単

10

価
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
町
税
全
体
で

は
、
対
前
年
比
１
％
、
２
５
４
万

４
千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
住
民
の
行
政
要
望
に
応
え
て

い
く
う
え
で
、
公
平
か
つ
適
正
に

納
税
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
税
務
行

政
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

 

　
���������	

��
�����

●一般管理費　　34,694千円
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★公会計導入事業【新規】
★総合行政情報システム備品購入事業【新規】
★自動車購入事業【新規】
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●財産管理費　　3,910千円
★不用老朽建物除却事業【新規】
★庁舎正面玄関手すり設置工事【新規】
★町営住宅防災（火災）警報器設置工事【新規】

●企画費　　51,324千円
★総合計画策定【新規】
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●交通対策事業費　　8,062千円
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●諸費　　61,373千円
������

★地上デジタル難視聴解消事業【新規】
★省エネルギー促進支援事業【新規】
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●選挙費　　7,171千円
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�

���������	
��
�

●統計調査費　　3,575千円
�����

●その他　　700千円
�������

※全国瞬時警報システム構築事業【新規】、自治会館修
繕事業【新規】は、平成21年度繰越明許費として計上
し、平成22年度の実施となります。
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出

金
等
の
減
に
よ
り
前
年
度
よ
り

７�
９
％
、
５
千
５
５
０
万
円
の

減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
保

健
事
業
の
特
定
健
康
診
査
に
係
る

個
人
負
担
を
前
年
同
様
に
無
料
と

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
医
療
費

に
つ
き
ま
し
て
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
、
予
防
活
動
に

積
極
的
に
努
め
、
保
険
税
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
の
冷
害
を
考
慮

し
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
基

金
等
に
よ
り
据
え
置
い
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
基
金
残
高
の
減
少
並
び

に
町
財
政
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
税
負
担
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
国
保
運
営
協
議
会

で
十
分
ご
協
議
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
安
定
的
な
国
保
事
業
の
運
営

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

 　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
低
所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減

す
る
措
置
は
継
続
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
保
険
料
率
改
定
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
状
引
き
上
げ
の

方
向
で
あ
り
広
域
連
合
で
の
決
定

次
第
お
知
ら
せ
を
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
老
人
保
健
特

別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

年
21

度
を
も
っ
て
廃
止
を
し
ま
す
こ
と

か
ら
関
連
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
提
案
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

 　

本
町
の
簡
易
水
道
事
業
は
使
用

開
始
以
来
、
給
水
区
域
拡
張
等
に

か
か
る
認
可
変
更
を
行
い
、
現
在

は
第
４
次
認
可
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
施
設
建
設

か
ら　

年
以
上
経
過
し
た
現
在
、

40

東
丘
浄
水
場
の
配
水
池
の
一
部
が

老
朽
化
す
る
な
ど
、
施
設
の
更
新

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
給
水
状
況
の
把
握
や
給
水

人
口
の
見
直
し
、
浄
水
場
施
設
の

容
量
・
規
模
の
検
討
な
ど
、
「
認

可
変
更
業
務
」
に
か
か
る
所
要
予

算
を
計
上
し
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
供
用
開
始
か
ら

　

年
以
上
が
経
過
し
、
現
在
の
第

20７
次
認
可
計
画
が　

年
度
を
も
っ

22

て
終
了
し
ま
す
こ
と
か
ら
、
認
可

年
次
の
変
更
と
と
も
に
終
末
処
理

場
施
設
の
機
械
設
備
等
の
検
討
や

処
理
面
積
・
処
理
人
口
等
の
見
直

し
の
た
め
、
同
じ
く
「
認
可
変
更

業
務
」
に
係
る
所
要
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

 
●
介
護
保
険
事
業

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
現

在
の
被
保
険
者
は
１
千
５
０
２
名

で
、
対
前
年
比
で
は
２
名
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
要
支
援
・

要
介
護
の
認
定
者
は
２
６
７
名
で

　

名
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

12ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に

つ
き
ま
し
て
は
、
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
の
増
加
に
比
べ
、
通
所
系
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
わ
ず
か
で
す
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は　

名
が

72

利
用
し
て
い
る
実
態
、
並
び
に
認

知
症
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
入
所
実
績
を
踏
ま
え
、
更
に
は

今
後
の
利
用
者
の
動
向
や
推
移
な

ど
も
勘
案
し
、
本
年
度
予
算
を
積

算
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
芳
生
苑
・
健
楽
苑
関
係

　

芳
生
苑
・
健
楽
苑
の
管
理
運
営

を
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
社
会

福
祉
協
議
会
に
移
行
し
て
３
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
入
所
者
並
び
に

そ
の
家
族
の
方
々
に
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
安
心
し
て
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
管
理
者
と
と
も

に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
向
上
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
つ
き
ま
し
て
、

　

年
度
に
設
置
完
了
す
る
よ
う
配

22慮
し
て
参
り
ま
す
。

 　

昭
和　

年
に
建
設
し
た
施
設

50

は
、
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
い
ろ
い

ろ
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

に
お
い
て
病
院
増
築
改
修
工
事
を

実
施
し
、
正
面
玄
関
や
ポ
ー
チ
、

ト
イ
レ
、
病
棟
浴
室
な
ど
を
改
修

す
る
ほ
か
、
救
急
搬
送
玄
関
を
南

側
に
増
築
し
、
施
設
環
境
の
向
上

を
図
り
、
併
せ
て
外
壁
補
修
や
屋

上
防
水
シ
ー
ト
張
替
え
、
窓
枠
改

修
な
ど
を
行
い
施
設
の
整
備
、
維

持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
診
療
情
報
を
電

子
化
・
一
元
化
す
る
も
の
で
、
診

察
や
検
査
な
ど
を
正
確
に
効
率
良

く
行
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
各
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
の
共

有
化
を
高
め
る
等
、
患
者
様
の
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
　

年
度
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

21
は
、　

年
度
予
算
か
ら
収
益
的
収

21

支
の
均
衡
化
予
算
措
置
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
黒
字
決
算
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
、
今
後
と
も
経
営
改

善
に
努
め
、
適
切
な
医
療
の
提
供

を
行
う
よ
う
研
鑽
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

 

　
����������	
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����



　

教
育
関
係
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
ほ
ど
教
育

長
が
執
行
方
針
で
述
べ

ま
す
が
、
道
立
和
寒
高

等
学
校
が
６
日
に
閉
校

式
典
を
行
い
、　

年
の

60

幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

り
、
遂
に
来
る
べ
き
日

が
来
た
わ
け
で
あ
り
ま

し
て
、
一
抹
の
寂
し
さ

を
禁
じ
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
和
寒
中
学

校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
が
決
定
し
て
お

り
、
道
の
外
壁
改
修
工

事
と
合
わ
せ
て
、
中
学

校
と
し
て
活
用
し
や
す

い
よ
う
に
、
内
部
改
修

工
事
を
早
期
に
実
施
す

る
方
向
で
当
初
予
算
に

計
上
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
大
規
模
改

造
に
伴
う
国
の
補
助
金

が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
先
行
き
不
透
明

と
の
情
報
か
ら
、
当
初

予
算
で
は
見
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
財
源
の
方

向
性
が
あ
る
程
度
見
極

め
ら
れ
た
段
階
で
対
応

し
、
２
学
期
終
了
時
点

で
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
転

に
向
け
鋭
意
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　

和
寒
小
学
校
改
修
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
外
構
工
事
を
残
す
の

み
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
関

係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

年
21

度
の
国
の
２
次
補
正
予
算
で
臨
時

交
付
金
事
業
に
盛
り
込
み
、
早
期

に
着
工
、
完
成
を
目
指
し
、
３
年

の
歳
月
を
か
け
た
安
全
で
安
心
な

学
校
づ
く
り
事
業
が
完
了
い
た
し

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
改
修
事
業
に

ご
奔
走
い
た
だ
き
き
ま
し
た
父
母

を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
町
政
執
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行
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
本
町
に
と
っ
て
記
念
と

な
る
「
わ
っ
さ
む
１
１
０
年
」
を

迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

１
１
０
年
を
祝
い
本
町
の
更
な
る

継
承
発
展
を
誓
っ
た
節
目
の
年
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
え
て

鳩
山
首
相
が
掲
げ
ま
す
「
地
域
主

権
」
改
革
を
今
年
か
ら
本
格
的
に

展
開
す
る
と
し
て
お
り
、
今
後
益

々
、
町
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
」

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
参
り
ま
す

が
、
今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
「
自
治
基
本
条
例
」
は
正
に
そ

の
た
め
に
必
要
な
最
高
規
範
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
条
件
が
整

っ
た
こ
の
機
を
「
自
分
た
ち
の
ま

ち
」
を
創
る
絶
好
の
出
発
点
と
位

置
付
け
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
元

気
に
活
き
活
き
と
し
た
暮
ら
し
が

営
ま
れ
る
よ
う
粉
骨
砕
身
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
な
り
ま
す
本
年
は
、
今

後
、
「
担
い
手
後
継
者
対
策
」
と

「
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
」

に
向
け
た
制
度
・
事
業
内
容
が
構

築
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

事
業
を
と
お
し
て
新
た
な
雇
用
の

確
保
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図

る
べ
く
、
勇
気
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
、
今
後
も

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
、
元
気
な

「
郷
土
和
寒
」
の
実
現
の
た
め
最

大
限
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

議
会
並
び
に
行
政
執
行
機
関
の
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
政

執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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●国民健康保険特別会計　　643,000千円

●簡易水道事業特別会計　　88,724千円
★簡易水道事業変更認可業務委託【新規】
★漏水調査委託【新規】
★ろ過砂洗浄入替業務委託【新規】
★花月橋水道管橋梁添架工事【新規】

●公共下水道事業特別会計　　134,997千円
★公共下水道事業全体計画見直し及び許認可変

更委託【新規】

●後期高齢者医療特別会計　　48,000千円

●介護保険特別会計　　579,148千円
★芳生苑スプリンクラー設置工事【新規】

●国民健康保険町立病院事業特別会計　821,829千円
★電子カルテ等医療機器整備【新規】
★病院増築改修事業【新規】

��������	
��

●平成21年度繰越明許費　124,161千円
☆全国瞬時警報システム構築事業【新規】12月補正
☆自治会館修繕事業【新規】３月補正
☆町道改修整備事業【新規】３月補正
☆町道バリアフリー化事業【新規】３月補正
☆公営住宅改修事業【新規】３月補正

※☆：国の地域活性化・きめ細かな臨時交付金等　★：町単独費を活用し、平成21年度の繰越明許費として、平
成22年度の実施となります。
※繰越明許費とは：性質上または予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わらない見込みについて、
予算議決を経て翌年度に繰り越して使用することのできる経費

☆小学校外構整備事業【新規】3月補正
☆地域体育館整備事業【新規】3月補正
★保育所改修事業【新規】3月補正
★子ども手当支給準備事業【新規】3月補正
★新型インフルエンザワクチン接種事業【新規】

３月補正



　

平
成　

年
第
１
回
和
寒
町
議
会
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定
例
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
和
寒

町
教
育
委
員
会
所
管
の
教
育
行
政

執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
日
の
社
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
国
際
化
、
情
報
化
が
よ
り
一

層
進
展
す
る
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
の
進
行
、
そ
し
て
政
権
交
代

に
よ
る
様
々
な
社
会
構
造
の
変
化

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
も

少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
り
ま
し

て
も
、
郷
土
「
和
寒
」
に
暮
ら
す

町
民
一
人
ひ
と
り
が
真
に
「
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
明
る
く
人
間

性
豊
か
な
生
活
」
を
営
み
、
ゆ
と

り
と
潤
い
の
あ
る
「
心
の
充
実
」

を
実
感
し
、
創
造
的
で
活
力
の
あ

る
生
涯
学
習
社
会
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
に
お
き
ま

し
て
も
、
未
来
を
託
す
子
ど
も
た

ち
の
、
健
や
か
な
成
長
を
育
む
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
や
地
域
の
特
性
を
最
大
限
に

活
か
し
な
が
ら
、
確
か
な
学
力
の

育
成
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た

め
に
、
学
校
は
も
と
よ
り
地
域
全

体
で
子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
教

育
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
一
段
と

加
速
す
る
と
同
時
に
、
人
口
の
流

出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
に

あ
っ
て
も
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り

が
生
涯
を
通
し
て
個
性
や
能
力
を

伸
ば
し
、
健
康
で
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
強
化

し
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
社

会
体
育
の
振
興
に
よ
り
「
創
造
性

豊
か
に
、
未
来
を
切
り
拓
き
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
」
を
育
む
た

め
に
、
多
様
な
学
習
の
形
成
や
、

教
育
機
能
の
充
実
、
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
な
が
ら
、
今
年
度
の
教
育
行

政
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

 

 
●
学
校
教
育
の
推
進

　

次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
、
自
ら
考
え
学
ぶ
主
体

的
態
度
や
創
造
性
を
育
む
と
と
も

に
、
命
の
大
切
さ
、
思
い
や
り
や

感
謝
の
心
を
養
う
な
ど
、
確
か
な

学
力
を
身
に
つ
け
、
豊
か
な
心
を

育
み
、
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
心

身
の
発
育
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

●
確
か
な
学
力
の
定
着

　

１
点
目
の
、
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
は
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
、
技
能
の
習
得
や

学
習
に
対
す
る
意
欲
や
関
心
を
高

め
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
育
む
こ

と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

内
容
を
検
証
し
、
改
善
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
町
教
育
研
究
会
や

校
内
研
究
会
の
積
極
的
な
推
進
に

よ
り
、
全
教
職
員
共
通
理
解
に
立

っ
て
、
児
童
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
対
し
、
わ
か
る
喜
び
が
実
感
で

き
る
授
業
、
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
意

欲
を
持
た
せ
る
授
業
の
実
現
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

●
豊
か
な
心
の
育
成

　

２
点
目
の
、
豊
か
な
心
を
育
む

た
め
に
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性

を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
読
書
活
動
を
通

し
て
身
に
つ
く
も
の
も
大
き
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
全

校
一
斉
朝
読
書
の
推
進
や
、
町
立

図
書
館
の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
徳
教
育
や
体
験
学
習

を
通
し
て
社
会
の
モ
ラ
ル
や
規
範

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
し
た

取
組
に
よ
り
、
公
共
心
や
他
人
を

思
い
や
る
心
の
育
成
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
●
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
心
身
の

育
成

　

３
点
目
の
、
健
や
か
で
た
く
ま

し
い
心
身
の
育
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
子
化
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機

器
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
全
国
的

に
一
日
の
運
動
量
は
減
少
し
児

童
、
生
徒
の
体
力
は
徐
々
に
落
ち

て
お
り
、
体
力
の
低
下
は
学
力
の

低
下
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
学
校

体
育
や
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関

わ
り
に
よ
っ
て
、
継
続
し
た
ス
ポ

ー
ツ
活
動
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
と
体
を
鍛
え
る
基
と

な
る
「
食
育
」
の
重
要
性
を
認
識

し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
に
関

す
る
学
習
や
、
家
庭
と
連
携
し
た

望
ま
し
い
食
習
慣
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

●
教
育
環
境
の
整
備

　

第
１
に
、
学
校
は
、
常
に
安
心

・
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
学
校
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

の
基
本
と
な
る
の
が
学
校
評
価
と

情
報
公
開
で
あ
り
、
父
母
や
地
域

の
理
解
と
協
力
に
よ
り
成
り
立
つ

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
は
内
部
評
価
、
保
護
者
等

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
外
部

評
価
、
学
校
評
議
員
制
度
の
活
用

に
よ
り
学
校
運
営
等
の
改
善
に
努

め
て
お
り
、
教
育
活
動
や
学
校
経

営
の
積
極
的
な
情
報
公
開
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
学
校
が
保
護
者
や
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社
会
に
対
し
て
積
極
的
に
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
相
互
理
解
と

信
頼
に
繋
が
り
、
保
護
者
や
地
域

住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
を
促

進
し
、
地
域
に
支
え
ら
れ
た
開
か

れ
た
学
校
運
営
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　

第
２
に
、
小
中
学
校
の
連
携
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
小
中
学
校

が
連
携
し
た
教
育
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
既
に
、
「
和
寒
町
小

中
学
校
連
携
ス
ク
ラ
ム
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
９
年
間
の
見
通
し

に
立
っ
た
義
務
教
育
の
充
実
を
目

指
し
、
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

「
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
」
こ

と
を
基
本
理
念
に
連
携
が
図
ら
れ

て
お
り
、
一
昨
年
か
ら
、
児
童
生

徒
が
一
体
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
加
え
、
中
学
校
教
師
に

よ
る
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
実

施
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
に
必
要
な

支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

 

　

第
３
に
、
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
一

人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
教
育

実
践
の
た
め
、
和
寒
町
特
別
支
援

教
育
連
携
協
議
会
を
中
心
に
、
実

態
の
把
握
や
、
支
援
方
策
の
検

討
、
個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
に

取
り
組
む
な
ど
、
適
切
な
情
報
の

交
換
を
行
い
、
児
童
生
徒
の
自
立

と
社
会
参
加
を
目
指
し
た
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
は
今
年
度
新

た
に　

名
の
新
１
年
生
が
入
学
さ

19

れ
ま
す
が
、
１
年
生
に
と
っ
て
は

学
校
生
活
に
不
慣
れ
な
た
め
、
日

常
生
活
の
不
安
払
拭
や
、
学
級
経

営
が
不
安
定
に
陥
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
引
き
続
き
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
配
置
し
、
楽
し
く
、

よ
り
良
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
体
制
づ
く
り
を
し
て
参
り
ま

す
。

　

第
４
に
、
外
国
語
指
導
助
手
派

遣
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
英
語

学
習
が
小
学
５
年
生
か
ら
の
必
須

と
な
る
こ
と
に
対
し
て
も
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
る
と
同
時
に
、
児

童
生
徒
が
直
接
英
語
に
触
れ
親
し

み
、
自
然
体
で
習
得
す
る
楽
し
さ

を
持
ち
な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
幌
加
内
町
と
連
携
し
、
本

事
業
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

第
５
に
、
心
の
教
室
相
談
員
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
平
成　

年
10

度
か
ら
中
学
校
に
配
置
し
て
お
り

ま
し
た
心
の
教
室
相
談
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
こ
数
年
の
状
況
か

ら
相
談
の
実
態
が
な
く
、
相
談
員

や
学
校
側
か
ら
も
一
旦
事
業
休
止

の
声
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
議
で

も
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
教
師
と

生
徒
の
き
め
細
か
な
信
頼
関
係
を

築
き
、
家
庭
・
生
徒
・
教
師
の
絆

を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
に
力
点

を
置
い
て
、
解
決
を
図
っ
て
い
く

事
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
以
外
で
も
相
談
で

き
る
体
制
を
構
築
し
た
く
、
早
急

に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

第
６
に
、
学
校
給
食
と
食
育
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
学
校
給
食

に
つ
き
ま
し
て
は
、
食
材
を
は
じ

め
衛
生
管
理
や
、
安
全
で
安
心
な

給
食
の
提
供
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
、
士
別
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
十
分
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　

食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童

生
徒
の
心
と
体
の
健
全
な
発
育
に

は
、
望
ま
し
い
食
生
活
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

の
で
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
栄
養
教
諭
の
派
遣
を
受
け
、
児

童
の
食
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、

保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
大
切
で

あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
情
報

を
提
供
し
な
が
ら
、
学
校
と
保
護

者
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
、
食
育
の
推
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

第
７
に
、
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
学
校
の
様
々

な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
教
師
が
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
を

目
的
に
、
和
寒
町
学
校
支
援
実
行

委
員
会
を
設
置
し
、
現
在　

数
名

70

の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
い

た
だ
き
、
学
校
の
求
め
に
応
じ
て

本
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
学
校
と
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
互
の
理
解
を
大

切
に
し
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ま

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
の
充
実
が
図
れ
る
よ

う
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
教
育
施
設
の
整
備

　

町
長
の
執
行
方
針
で
も
述
べ
ら

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
20

度
か
ら
進
め
て
参
り
ま
し
た
和
寒

小
学
校
改
築
事
業
も
３
年
目
を
迎

え
、
残
っ
て
お
り
ま
し
た
外
構
工

事
の
整
備
は
、
最
終
年
と
な
り
平

成　

年
度
の
国
の
第
２
次
補
正
事

21
業
で
予
算
措
置
が
な
さ
れ
ま
し
た

こ
と
か
ら
、
新
年
度
早
々
に
着
手

す
る
こ
と
が
出
来
、
校
舎
、
体
育

館
の
周
囲
全
て
の
整
備
が
終
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
事
業
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
、
議
会
の
「
和

寒
小
学
校
改
築
調
査
特
別
委
員

会
」
の
皆
さ
ま
、
教
師
や
父
母
の
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「
和
寒
小
学
校
改
築
懇
話
会
」
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
施
設
の
持
つ
教
育
機

能
を
有
効
に
活
用
し
、
学
年
や
ク

ラ
ス
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
事
業

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
配
慮

し
て
参
り
ま
す
。

●
和
寒
中
学
校
移
転

　

和
寒
中
学
校
の
和
寒
高
等
学
校

跡
地
へ
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
教
育
委
員
会
の
屋
根
、
外

壁
改
修
塗
装
等
工
事
が
内
定
し
て

お
り
、
そ
の
完
成
後
に
和
寒
町
へ

の
施
設
譲
渡
と
な
り
、
そ
の
時
期

は　

月
初
旬
の
予
定
で
あ
り
、
中

12
学
校
の
移
転
作
業
は
、
２
学
期
の

終
了
時
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

中
学
校
と
し
て
使
用
す
る
た
め

の
内
部
改
修
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
実
際
に
使
用
す
る
先
生
方
の

意
見
や
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
実

施
設
計
を
進
め
、
文
部
科
学
省
の

大
規
模
改
造
事
業
交
付
金
の
申
請

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
文
部
科
学
省
で
は
、
全
国
的

に
耐
震
化
事
業
の
申
請
が
多
く
、

大
規
模
改
造
に
対
す
る
補
助
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
の
情
報

か
ら
、
現
時
点
で
の
予
算
措
置
は

大
変
難
し
く
、
あ
る
程
度
財
源
の

方
向
性
が
出
た
段
階
で
予
算
措
置

を
し
、
施
設
の
譲
渡
ま
で
に
は
事

業
が
完
成
す
る
よ
う
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

改
修
工
事
以
外
に
係
る
備
品

や
、
移
転
等
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
内
容
を
十
分
詰
め
な
が
ら
、

今
後
、
補
正
で
措
置
し
て
参
り
ま

す
。

●
中
学
校
跡
地
活
用

　

移
転
後
の
中
学
校
跡
地
活
用
に

つ
い
て
は
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
や
情
報
を
頂
き
、
有
効

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
く
、
新

年
度
早
々
に
「
和
寒
中
学
校
跡
地

活
用
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

進
め
て
参
り
ま
す
。

●
札
幌
自
由
が
丘
学
園
三
和
高
等

学
校

　

和
寒
町
が
認
可
し
ま
し
た
、
株

式
会
社
札
幌
自
由
が
丘
学
園
三
和

高
等
学
校
は
、
開
校
２
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
１
年
目
の
今
年
は
、

夏
と
冬
の
２
回
、
和
寒
の
自
然
や

行
事
を
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
十
分
に
ご
活
用
さ

れ
、
大
き
な
成
果
を
収
め
て
い
る

と
の
ご
報
告
も
頂
き
大
変
喜
ば
し

く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

２
月　

日
に
は
、
札
幌
自
由
が

19

丘
学
園
三
和
高
等
学
校
運
営
評
議

委
員
会
の
発
足
に
向
け
た
検
討
会

議
が
行
な
わ
れ
、
学
校
の
適
切
な

運
営
の
基
本
方
向
も
検
討
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
札
幌
自
由
が
丘
学
園

三
和
高
等
学
校
の
更
な
る
発
展
に

期
待
し
ま
す
と
も
に
、
今
後
と
も

積
極
的
に
協
力
を
し
て
参
り
ま

す
。

 
●
社
会
教
育
の
推
進

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
第
６
次
和
寒
町
社
会
教
育

中
期
振
興
計
画
の
最
終
年
度
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
５
年
間
の

推
進
状
況
を
検
証
し
、
反
省
と
評

価
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
課
題
を

掘
り
起
こ
し
、
町
総
合
計
画
と
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
第
７
次
中
期

振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
く
、
関
係
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
町
民
が
余
暇
を

活
用
し
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
己
の

知
識
を
高
め
、
豊
か
な
心
を
育

み
、
健
康
の
維
持
増
進
や
生
活
文

化
の
向
上
、
社
会
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
良
質
な
情
報
の
提
供

や
、
学
習
環
境
の
整
備
充
実
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

●
公
民
館

　

生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

公
民
館
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
大

き
な
も
の
に
な
り
、
そ
の
責
務
の

重
大
さ
を
認
識
し
、
家
庭
や
学

校
、
自
治
会
や
関
係
団
体
・
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
必
要
と
し
て
い
る
各
種
講
座

の
開
催
や
、
芸
術
文
化
公
演
会
の

開
催
、
地
域
の
求
め
に
応
じ
た
学

習
環
境
の
提
供
に
意
を
用
い
て
参

り
ま
す
。

　

な
お
、
５
月　

日
金
曜
日
に
は
、

21

札
幌
交
響
楽
団
創
立　

周
年
記
念

50

事
業
と
し
て
、
フ
ル
メ
ン
バ
ー　
60

数
名
に
よ
る
「
札
幌
交
響
楽
団
和

寒
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
コ
ン

サ
ー
ト
が
総
合
体
育
館
を
会
場
に

無
料
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、　

月　

日
日
曜

11

21

日
に
は
、
公
益
財
団
法
人
三
井
住

友
海
上
文
化
財
団
主
催
の
「
地
域

住
民
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
と

し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ト
ッ
プ

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
ま
す
室
内
楽
団

の
公
演
会
が
公
民
館
恵
み
野
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
や
町
民
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
準
備

に
万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

　
����������	

��
����



　

恵
み
野
ホ
ー
ル
自
主
企
画
事
業

に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
芸
術
･
文
化
に
親
し
む
機
会

の
充
実
の
た
め
、
芸
術
文
化
公
演

実
行
委
員
会
と
連
携
を
図
り
、
事

業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
併
せ

て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
芸
術
・
文

化
活
動
の
推
進
の
た
め
、
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
や
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
振
興
発
展

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り

　

新
た
な
人
づ
く
り
事
業
と
し
ま

し
て
、
和
寒
町
の
未
来
の
町
づ
く

り
を
担
う
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
、
道
外
や
海
外
で
の
研
修
を
は

じ
め
、
国
際
交
流
事
業
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
を
促
し
、
必
要
な
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
和
寒
町

未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
展
開
し
、
子
供
た
ち
の
広

い
見
識
と
豊
か
な
感
性
や
国
際
感

覚
を
育
み
、
地
域
の
振
興
と
活
性

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
図
書
館

　

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
拠
点
施

設
と
し
て
大
き
な
役
割
を
持
っ
て

お
り
、
図
書
資
料
の
整
備
充
実
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
蔵
書
数
で
は
現
在
８
万
２
千

冊
の
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
町
民

の
方
々
の
世
代
層
に
沿
っ
た
学
習

意
欲
を
支
援
す
る
べ
く
、
図
書
資

料
の
計
画
的
導
入
や
新
し
い
情
報

の
収
集
に
努
め
、
町
の
広
報
誌
を

活
用
し
な
が
ら
新
刊
図
書
の
紹
介

や
、
自
主
企
画
事
業
の
案
内
、
学

習
情
報
な
ど
を
掲
載
し
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
親
し
み
を
も
っ
て
気
軽

に
図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
北
原
交
流
展
示
館

　

北
原
交
流
展
示
館
は
、
オ
ー
プ

ン
以
来
４
年
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
和
寒
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
や
、
町
内
に
居
住
す

る
専
門
的
芸
術
を
有
す
る
方
、
各

種
サ
ー
ク
ル
で
技
術
を
磨
い
て
い

る
町
民
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
作
品
を
展
示
し
、
町
内

外
か
ら
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
、
関
係
の
方
々
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
流
れ
を
継
承
し
な
が
ら
、
関

係
機
関
や
各
種
団
体
等
の
ご
意
見

や
ご
要
望
等
を
お
伺
い
し
ア
イ
デ

ィ
ア
を
凝
ら
し
、
企
画
力
を
高

め
、
生
涯
学
習
の
重
要
な
役
割
を

持
つ
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、
内

外
か
ら
親
し
ま
れ
る
展
示
館
づ
く

り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

 
●
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身

と
も
に
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
生
涯
を
通
し
て
「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
継
続
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
昭
和　
58

年
に
宣
言
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の

町
」
に
相
応
し
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
整
備
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　

継
続
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
展

開
す
る
た
め
に
、
体
育
協
会
や
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
世
代
間
を

超
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
ま
で
老

若
男
女
が
日
常
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
誰
も

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
を
目
指

し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創
設
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

●
各
種
体
育
施
設

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
な
役

割
を
担
う
各
種
体
育
施
設
は
、
指

定
管
理
者
制
度
へ
移
行
し
２
年
を

経
過
し
ま
す
が
、
大
き
な
事
故
も

な
く
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
て
お
り
、
指
定
管
理

者
役
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
３
年
契
約
の
最
終
年
次
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
業
務
内
容
を

検
証
し
、
更
に
利
用
者
に
喜
ば
れ

る
施
設
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
い
け
る
よ
う
、
指
定
管
理

者
と
と
も
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り

「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
状
況
の
点
検
評
価
」
を
行

う
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
教
育
委
員

会
が
よ
り
高
い
使
命
感
を
持
っ
て

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
試
行
と
い
た
し

ま
し
て
、
平
成　

年
度
の
報
告
書

20

を
昨
年　

月
に
町
議
会
に
提
出
し

11

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年

度
か
ら
は
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、

事
務
の
管
理
及
び
執
行
状
況
に
つ

い
て
点
検
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
町
議
会
に
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
効
果
的
な
教
育
行
政
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆

さ
ま
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て

参
り
ま
す
。

　
���������	
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�����
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●事務局費　　27,696千円
��������	
��
�

��������	
��

★中学校跡地利用検討委員報償【新規】
��������	
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●小学校費・中学校費　　14,281千円
���������	
��
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●社会教育総務費・公民館費・図書館費　20,627千円
��������	

��������	
���
���������

��������	�第７次和寒町社会教育中期振
興計画作成【新規】）

★和寒町未来を拓く人づくり推進事業【新規】
��������	

��������	
��ＮＨＫ交響楽団公演【新
規】����������	
���よさこいソー
ラン祭り北・北海道支部大会inわっさむ補助【新
規】��������	
�
��������

��������	
��
������

●保健体育費　　74,325千円
��������	
�

��������	
��
�����
����

��������	
����
��������

�����������総合型地域スポーツクラブ
推進事業【新規】�Ｂ＆Ｇ海洋センター外壁他改修
事業【新規】��������	
��
����
��������	

●学校給食費　　25,270千円
��������	
��


��������	

※小学校外構整備事業【新規】、地域体育館整備事業【新規】は、平成21年度繰越明許費として計上し、平成22
年度に実施となります。
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（敬称略）

お世話になりましたよろしくお願いします
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　本年度から和寒町役場職員
として勤めさせていただくこ
とになりました。私は剣道、
スキーなどのスポーツが好き
です。それらを通じ住民の皆
さまと積極的に関わりを持ち、
早くこの町に慣れお役に立つ
ことができるようがんばって
いきたいと思います。どうぞ
よろしくお願いいたします。

�����������������	
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�
��� �� ��� �

　４月から和寒町の職員とし
て勤務させていただくことに
なりました乘田悠希と申しま
す。私は和寒町に住んだこと
はありませんが、両親の地元
が和寒町ということもあり、
幼い頃からよく遊びに来てお
り様々な思い出があるので、
今後和寒町民の一員として生
活するということに喜びと期

待の気持ちで一杯です。初めのうちはいろいろとご
迷惑をお掛けしてしまうかもしれませんが、日々精
進して、町民の生活のために、縁の下の力持ちにな
れるよう頑張って参りますので、これから長い期間
ではありますが、どうぞよろしくお願いいたします。

����������������	
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　４月から和寒町職員として
勤務させていただくことにな
る佐藤大です。わからないこ
とが数多くあり、皆さまにご
迷惑をかけることがあるとは
思いますが精一杯頑張り、様
々な行事に参加して皆さまに
親しみを持っていただきたい
です。どうぞよろしくお願い
します。

������������������	
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　４月より和寒町役場で勤務
させていただくことになりま
した。今年で25歳とスター
トが遅れた分、早く同年代の
方々に追いつけるよう頑張っ
ていきたいと思います。ま
た、和寒町の職員として責任
感を持ち、町民の皆さまと協
働し、さらなる和寒町の発展
に役立てればと思います。和

寒町での生活は初めてで分からないことも多くあり
ますが、様々な行事に参加し、町民の皆さまと接す
る機会を増やして少しずつ学んでいきたいと思いま
す。仕事や行事などでご一緒する際はよろしくお願
いいたします。
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　４月から保健師として勤務
させていただくことになりま
した。高校は旭川、大学は名
寄で学びました。このたび道
北の地和寒で働けることにな
り大変嬉しく思います。この
町に早く馴染み、カボチャ料
理・キャベツ料理が得意にな
りたいので、是非みなさん教
えてください。町民のみなさ

まに親しまれる、明るく元気な保健師を目指してい
ます。どうぞよろしくお願いします。
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●１月10日付退団
団　　員　　石　田　雅　人

●２月28日付退団
班　　長　　篠　原　　　寛
団　　員　　今　野　裕　二

●３月31日付退団
副分団長　　藤　村　信　夫
部　　長　　上　口　静　男

�����������������������������

和寒町消防団に関する人事異動についてお知らせいたします。（敬称略）
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�　被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減
　この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず均等割が９割軽減
となります。
※被用者保険とは･･･
　全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保
険のことです。市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

��������	
��
　加入者（被保険者）の皆さまに健康や医療に対する理解を深めていただくとともに、制度の健全な
運営を図るために、医療費通知を行っています。
　平成21年７月から平成21年12月診療分の医療費通知を、３月末に北海道後期高齢者医療広域連合
より送付しています。
　医療費通知は、請求書ではなく、医療機関等からの診療報酬明細書に基づき「医療費の総額」を記
載しており、記載されている月に病院や薬局などにかかられた一覧です。
　医療機関等の請求の遅れ等のため、医療費通知に記載されないことがありますが、ご不明な点がご
ざいましたら、北海道後期高齢者医療広域連合または役場住民課保険医療係へお問い合わせください。

北海道後期高齢者医療広域連合　℡ 011-290-5601
お問い合わせ先

役場住民課保険医療係　　　　　℡ 32-2422
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　３月10日(水)から12日(金)の３日間、国内のトップクラスの中高生が集まり世界の舞台でも通用する選手
を育成することを目的に継続して開催されている｢JOCジュニアオリンピックカップ2010全日本ジュニア
スキー選手権大会｣が新潟県妙高市において行われ、和寒中学校の生徒３名が出場しました。白熱した雪上
の戦いの結果は以下のとおりです。

男子クロスカントリー 10km　中学２年
フリークラシカル　
16位20位袰田晃司くん
17位16位村岡快斗くん

女子クロスカントリー５km　中学２年
フリークラシカル　
17位16位松村真由さん
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３月１日（月）出場報告を行う３選手
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　応募総数259点の中から、次のとおり優秀賞に選ばれました。（敬称略）
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　優秀賞　玉　根　　　学　「パンダのパンや」をよんで
��������	
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　優秀賞　大　場　都久美　アレクサンダとぜんまいねずみ
��������	
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　優秀賞　南　　　なぎさ　鈴とリンのひみつレシピ！
��������	
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　優秀賞　兼　丸　拳　哉　のろのろひつじとせかせかひつじ
��������	
��
�����

　優秀賞　金　谷　羽　純　犬と私の10の約束を読んで
��������	
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　優秀賞　中　谷　さつき　イクバルの闘いを読んで
��������	
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��

　優秀賞　高　原　千　尋　塩狩峠
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　２月27日（土）、東山スキー場において第52回町民スキー大会が行われました。
　大会結果は次のとおりです。（敬称略）
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村 岡 来 玖��
�������

鬼頭くるみ松 村 美 緒��

中 谷 勇 志村 上 伊 吹十 川 涼 矢��
�������

佐々木　凛瀬 川 結 貴辻　あすか��

鬼頭壮一郎��
�������

鈴 木 志 穂中谷さつき酒 井 結 衣��

森 山 翔 吾村 岡 快 斗袰 田 晃 司��
����

山 口 美 幸松 村 真 由��

�����������

朝日美依奈���

佐 藤　 涼垂 又 晃 生前 鼻 弥 優��
�������

中 村 光 沙松 村 美 緒外 山 睦 子��

須 賀 大 志窪 田　 樹郷　 佳 玖��
�������

高 原 未 来瀬 川 結 貴南　なぎさ��

郷　 瞬 希��
�������

南　 香 那��

金 谷 光 真������

藤 井　 誠中 村　 勝漆 山 裕 章��������

����������

兵 藤 菜 絆���

加 藤　 翔山 中 駿 吾村 岡 来 玖��
�������

村 岡 美 也鬼頭くるみ��

渡 邊 大 宝���������

福 井 惟 之岡　俊之介鬼頭壮一郎��
�������

鈴 木 志 穂井 川　 愁��

������������

佐 藤 洋 斗� 橋 志 稀���������

鈴木健一郎��������
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「
床
（
と
こ
）
ず
れ
」
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
医
療
用
語
で
は
「
褥

瘡
（
じ
ょ
く
そ
う
）
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

褥
瘡

　

褥
瘡
と
は
、
体
の
一
部
に
持
続
的

な
力
が
加
わ
る
こ
と
で
血
行
が
悪
く

な
り
、
皮
膚
の
組
織
が
傷
害
さ
れ
る

こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
に
な
る
か
と

言
う
と
、
ま
ず
初
め
に
皮
膚
が
赤
く

な
り
ま
す
。
そ
の
状
態
が
続
く
と
皮

が
む
け
ま
す
。
次
第
に
傷
の
範
囲
も

広
が
り
、
（
傷
の
）
穴
も
深
く
な

り
、
時
に
は
骨
に
達
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

で
き
や
す
い
部
位

　

で
き
や
す
い
部
位
は
、
お
し
り
の

上
の
部
分
（
仙
骨
部
）
、
足
の
付
け

根
に
近
い
部
分
（
大
転
子
部
）
、
か

か
と
な
ど
で
す
が
、
例
え
ば
後
頭
部

や
耳
た
ぶ
な
ど
、
ど
こ
に
で
も
で
き

る
と
思
っ
て
よ
い
く
ら
い
で
す
。

　

体
の
一
部
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
の

他
に
も
、
汗
を
か
き
や
す
い
と
か
、

オ
ム
ツ
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
、
常

に
皮
膚
が
湿
っ
た
状
態
で
あ
る
こ
と

や
、
高
齢
者
で
は
反
対
に
乾
燥
し
す

ぎ
て
い
る
こ
と
も
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
に
移

動
す
る
時
な
ど
、
体
を
ず
ら
す
時
に

生
ず
る
皮
膚
の
ズ
レ
や
摩
擦
も
無
理

な
力
が
か
か
る
こ
と
で
原
因
の
一
つ

と
な
り
ま
す
。

予
防

　

予
防
は
要
す
る
に
原
因
を
取
り
除

く
こ
と
な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
位

交
換
と
い
っ
て
体
の
向
き
を
変
え
る

こ
と
は
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
２

〜
３
時
間
お
き
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
体
の
清
潔
を
保
つ
た
め

に
は
体
を
拭
い
た
り
、
オ
ム
ツ
の
交

換
や
、
乾
燥
に
対
し
て
は
保
湿
も
必

要
で
す
。
他
に
も
シ
ー
ツ
や
寝
巻
の

し
わ
を
直
し
た
り
、
ヒ
モ
の
結
び
目

や
ボ
タ
ン
が
体
の
下
に
な
ら
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
見
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

局
所
的
な
予
防
と
は
別
に
、
全
身

状
態
を
良
好
に
保
っ
て
い
く
こ
と
も

大
事
で
、
栄
養
状
態
が
悪
い
と
皮
膚

も
傷
つ
き
や
す
く
、
一
度
傷
つ
い
た

皮
膚
は
な
か
な
か
再
生
し
ま
せ
ん
。

　

床
ず
れ
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
は
、

病
院
に
お
い
て
も
、
ま
た
在
宅
で
介

護
さ
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
大
き

な
課
題
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　

床
ず
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
物
品

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
エ

ア
マ
ッ
ト
で
す
。
敷
布
団
の
中
に
空

気
が
入
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
体
の
一
部
に
か

か
る
力
を
分
散
す
る
も
の
で
す
。
種

類
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
中

の
空
気
が
動
い
て
体
位
変
換
の
役
目

を
し
て
く
れ
る
物
も
出
て
い
ま
す
。

円
座
と
い
う
ド
ー
ナ
ツ
型
の
ク
ッ
シ

ョ
ン
を
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
以
前
は
骨
の
突
出
し
た
部

位
を
浮
か
せ
る
た
め
に
よ
く
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
か
え
っ
て

一
部
の
血
行
が
悪
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
殆
ん
ど
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

在
宅
で
は
低
反
発
の
マ
ッ
ト
が
使
い

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き
さ

は
様
々
で
ベ
ッ
ド
の
全
面
に
敷
く
も

の
か
ら
足
元
だ
け
に
使
う
よ
う
な
小

さ
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
ト
等

を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
で
床
ず
れ

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
物
品
は
補

助
的
な
も
の
で
、
一
番
大
切
な
の
は

毎
日
の
観
察
や
ケ
ア
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
床
ず
れ
は
時

に
は
全
身
を
む
し
ば
む
原
因
と
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
予
防
し
床
ず
れ
を

作
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で

す
が
、
異
常
を
早
く
発
見
し
、
も
し

で
き
て
も
な
る
べ
く
軽
い
う
ち
に
治

療
し
、
傷
を
大
き
く
し
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

��������	
��
������������������ !"#

�
�
�
�
�
�
��

��
��
�
�

▼
風
の
館
の
物
語
４（
あ
さ
の
あ

つ
こ
）▼
学
校
ク
エ
ス
ト（
中
松

ま
る
は
）▼
み
っ
け
ち
ゃ
ん（
グ

リ
ム
）▼
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ド
リ
ー
ム

４（
リ
ア
・
チ
ェ
リ
）▼
王
さ
ま
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム（
フ
ラ
ン
セ
ス

・
ス
テ
リ
ッ
ト
）▼
ト
ト
ン
ぎ
つ

ね（
今
江
祥
智
）▼
か
え
ん
だ
い

こ（
川
端
誠
）▼
四
角
い
ク
ラ
ゲ

の
子（
石
井
聖
岳
）▼
ど
ん
ぐ
り

と
山
猫（
佐
藤
国
男
）

�
��
�
���
�
�

▼
コ
ロ
ヨ
シ
！（
三
崎
亜
記
）▼

南
の
子
供
が
夜
い
く
と
こ
ろ（
恒

川
光
太
郎
）▼
あ
と
よ
り
恋
の
責

め
く
れ
ば（
竹
田
真
砂
子
）▼
こ

の
世
は
二
人
組
で
は
で
き
あ
が

ら
な
い（
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ
）▼

ナ
ニ
カ
ア
ル（
桐
野
夏
生
）▼
深

重
の
橋　

上
・
下（
澤
田
ふ
じ
子
）

▼
愛
し
い
ひ
と（
明
野
照
葉
）▼

岸
辺
の
旅（
湯
本
香
樹
実
）▼
味

憶
め
ぐ
り（
山
本
一
力
）▼
う
さ

ぎ
幻
化
行（
北
森
鴻
）▼
ロ
ス
ト
・

シ
ン
ボ
ル　

上
・
下（
ダ
ン
・
ブ
ラ

ウ
ン
）▼
星
を
さ
が
し
て（
張
間

ミ
カ
）▼
屋
台
く
ず
し（
東
山
信

子
）▼
喪
失（
森
村
誠
一
）▼
菜
の

花
幻
想
殺
人
事
件（
木
谷
恭
介
）

▼
薔
薇
と
サ
ー
ベ
ル（
赤
城
毅
）

▼
満
月
の
夜
、母
を
施
設
に
置
い

て（
藤
川
幸
之
助
）▼
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン（
小
路
幸
也
）▼
寂
滅
の
剣

（
北
方
謙
三
）▼
ス
タ
ー
バ
ト
・
マ

ー
テ
ル（
篠
田
節
子
）▼
セ
シ
ル

の
も
く
ろ
み（
唯
川
恵
）▼
新
・
雨

月　

上
・
下（
船
戸
与
一
）▼
身
命

を
惜
し
ま
ず（
津
本
陽
）▼
オ
ス

カ
ー（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ド
ー
サ
）

▼
屋
上
の
黄
色
い
テ
ン
ト（
椎
名

誠
）
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（森　久美子/著）
　明治37年、貧しい農家に生まれた
ヨシノは、身体の弱い母の代わりに
弟妹の面倒をみながら成長する。14
歳のとき、札幌で製麻工場を経営す
る野田家に女中として奉公に出た。
そこにはヨシノと同じ年代のお嬢
さん・廣子がいた。

☆毎週土曜日
　14時00分～
おはなしかい開催
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　平成22年４月から平成23年３月までの国民年金保険料は月440円引き上げられます。
　　定額 ・・・１か月　15,100円
　　付加（希望する人） ・・・１か月　15,500円

※付加保険料を納付すると（200円×付加保険料納付月数）で計算された金額が、老齢基礎年金に加算されま
す。

��������	
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　１年間又は、６か月間の保険料をまとめて納める《前納制度》は保険料が割引となり、大変お得で、納め忘れの
防止にもなります。ぜひご利用ください。

１年分前納する場合　　　　　 の納付期限は、平成22年４月末日です。
６か月分前納（４月～９月分） の納付期限は、平成22年４月末日です。
６か月分前納（10月～３月分） の納付期限は、平成22年10月末日です。

��������	
　１．納付書による納付
　　　・毎月納付（納期限：翌月の末日）
　　　・前納納付・・・１年分・６か月分（納期限：上記参照）
　２．口座振替による納付
　　　・毎月納付（納期限：翌月の末日）
　　　・毎月納付[早割]（納期限：当月の末日）
　　　・前納納付・・・１年分・６か月分（納期限：上記参照）
　３．クレジットカードによる納付
　　　・毎月納付（納期限：翌月の末日）
　　　・前納納付・・・１年分・６か月分（納期限：上記参照）
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89,860円
(740円割引)

177,980円
（3,220円割引)

15,100円×12か月
181,200円

�����

92,240円
(760円割引)

182,690円
(3,310円割引)

15,500円×12か月
186,000円
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　お父さん、お母さんの子ども時代は三角ベース、馬
とび、なわとびやかくれんぼなど、日が暮れるまで友
達と時間を忘れて遊んだことを思い出してみてくださ
い。今の子どもはどうでしょうか？友達と元気に外遊
びをしている子どもの姿は年々減っています。
　子どもは体を使って遊ぶことが少なくなり、体を動
かさなくなってきています。それと同時に、子どもの
体に様々な異変が起きています。大人は自分達の毎日
の運動不足については、多少の不安は持っていても、
子どもの姿に注意を払うことを怠っているのではない
でしょうか。
　まず簡単なチェックリストでお子さんの今の状態を
チェックしてみましょう。該当する項目がいくつかみ
られたら家族の生活を見直してみる必要がありそうで
す。
（元気アップ親子セミナーブック｢ＴＯＵＣＨ｣抜粋）

－和寒町青少年育成町民会議－
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（お子さんにもやってもらいましょう）

１　よく「疲れた」と口にする
２　外で遊ぶよりも、家のなかで遊んでいることが多い
３　清涼飲料水やスナック菓子が好き
４　毎日、テレビを３時間以上見ている
５　夜11時になっても寝ない日が週に２回以上ある
６　テレビゲームが好きで、毎日やっている
７　朝ごはんを食べないときがある
８　標準より太っていると思う
９　運動したり体を動かすのは、好きではない
10　転んで顔にケガをしたことがある

あてはまるものが０～１個なら心配いりません。３つ以上な
ら黄色信号、５つ以上なら赤信号です。生活を見直してみま
しょう。また、お子さんの回答とのずれにも注意してくださ
い。
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２
月　

日（
月
）、　

日（
水
）、　

日

15

17

22

（
月
）の
３
日
間
、公
民
館「
恵
み
野
ホ

ー
ル
」に
お
い
て
、健
康
体
操
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

日
、　

日
は「
家

15

17

に
あ
る
も
の
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
体

操
」と
し
て
和
寒
高
校
教
頭 
桂　

玲

子
さ
ん
、　

日
に
は
コ
ア
・
ト
レ
ー
ニ

22

ン
グ
と
し
て
名
寄
市
在
住
の
笹　

真

由
美
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、参
加
さ
れ
た
方
々
は
今
後
の
健

康
維
持
に
向
け
て
、ス
ト
レ
ッ
チ
や

体
の
動
か
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
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２
月
１
日
か
ら
２
月　

日
ま
で
６

19

回
に
わ
た
り
、
東
山
ス
キ
ー
場
で
小

学
校
の
ス
キ
ー
授
業
が
行
わ
れ
、
学

校
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
ス
キ
ー
の

指
導
員
の
資
格
を
持
つ
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
生
徒
達
の
ス

キ
ー
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

お
そ
る
お
そ
る
滑
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
み
る
み
る
上
達
し
、
ス
キ

ー
を
楽
し
み
、
学
校
や
生
徒
た
ち
か

ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
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２
月　

日
（
月
）、保
健
福
祉
セ
ン

22

タ
ー
に
お
い
て
「
認
知
症
で
も
だ
い

じ
ょ
う
ぶ　

安
心
い
っ
ぱ
い
の
町

に
」
と
題
し
、
旭
川
市
民
生
・
児
童

委
員
を
始
め
認
知
症
や
障
が
い
者
に

�
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�
�
�
�
�
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３
月
９
日（
火
）、公
民
館
に
お
い

て
公
民
館
講
座「
和
寒
産
越
冬
キ
ャ

ベ
ツ
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。農
業
女
性
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ「
か
た
く
り
」（
代
表 
高
橋

利
子
氏
）の
方
々
を
講
師
に
招
き
、和

寒
産
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た「
キ
ャ
ベ
ツ
た
っ
ぷ
り
コ
ロ

ッ
ケ
」な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を

５
品
作
り
ま
し
た
。参
加
者
は「
と
て

も
美
味
し
い
、家
で
も
作
っ
て
み
た

い
」と
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
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３
月　

日
（
金
）
、
和
寒
中
学
校

12

に
お
い
て
第　

回
卒
業
証
書
授
与
式

63

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
和
寒

高
校
跡
地
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　

名
の
卒
業

27

生
は
こ
の
校
舎
最
後
の
卒
業
記
念
と

し
て
「
さ
よ
う
な
ら
和
寒
中
学
校
。

あ
り
が
と
う
ぼ
く
た
ち
の
教
室
」
と

書
か
れ
た
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名

対
す
る
専
門
的
な
資
格
を
持
つ
、
福

原
米
久
光
氏
を
講
師
に
招
き
、
認
知

症
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約　

名
の
介
護
関
係
者

70

や
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
身
振
り
、
手

振
り
を
交
え
た
楽
し
い
講
話
に
、
熱

心
に
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
き
入
り
、

終
始
な
ご
や
か
な
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。
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２
月　

日（
木
）、町
民
セ
ン
タ
ー

25

に
お
い
て
自
治
会
連
合
会
主
催
に
よ

る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
師

に
は
美
深
町
自
治
会
連
合
会
長
の
教

重
氏
、事
務
局
長
の
内
山
氏
、事
務
局

の
田
畑
氏
が
、美
深
町
自
治
会
活
動

で
の
取
り
組
み
や
課
題
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。参
加
し
た
約　

名
の
自

40

治
会
関
係
者
及
び
町
職
員
ら
は
、先

進
的
な
取
り
組
み
や
事
例
な
ど
を
学

び
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

前
が
記
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を
体
育
館
に

掲
示
し
て
い
ま
し
た
。
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３
月　

日
（
金
）
、
和
寒
小
学
校

19

に
お
い
て
第
１
０
５
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
制

服
に
身
を
包
ん
だ　

名
の
卒
業
生

24

は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
卒
業
式
に

出
席
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
を

振
り
返
り
な
が
ら
在
校
生
と
の
別
れ

を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

～地域の話題をお届けします～
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